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材料試験技術部　分析試験技術課　製品試験直

当社は愛知県東海市に本社をおき「良きクルマは良きハ
ガネから」の理念から誕生した特殊鋼メーカーです。 圧
延品、鍛造品、電磁品等、自動車産業を中心に、幅広い
分野で高品質の製品を提供。「存在価値ある世界企業」
をめざしています。

私たち製品試験直は各現場から採取されたサンプ
ルを、試験片へ加工し、試験を行い、結果を品質
管理室にお伝えしております。日々正しい試験・
正しい試験値の提供を行う事が使命です。

私達のサークルは、若手からベテランまで年齢
のバランスが良いサークルです。しかし、サー
クルのレベル評価を行うと、QCの基本的な部分
が弱く、Cゾーンです

私は、熊本県八代市出身の２４歳。愛知製鋼に入社
し技術学園を卒業後材料試験技術部に配属、現在の
製品試験直に異動し3年目になります。趣味はライ
ブに参戦することで日本各地飛び回っています！！

2022年度部方針・課方針が打ち出され、それ
を受け直方針である「QC活動と職場改善で働
きやすい職場づくりと人材育成」が掲げられま
した。

私達と一緒に仕事を頑張ってくれる特別支援者３名
にヒヤリングを行った所、3件のやりにくい作業が
あげられました。最も評価点が高い全自動研磨機水
槽清掃作業の改善に取り組むことにしました。
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愛知製鋼株式会社　材料試験技術部

私たちのサークルには女性5名、特別支援者が3名在
籍しており、3年前から誰もが働きやすいダイバーシ
ティー職場を目指して、重量物・高さ・奥行きの作業改
善を取り組んできました。
今回は特別支援者の困りごとを無くしたい思いでサー
クル全員で取り組んだ事例です。
細かいところまでこだわり、自作で改善し、今まで負担
だった作業が低減できました。
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エルゴノミクスで評価し、早急に改善する７点を超えているものはあ
りませんでした。作業姿勢評価で165.7%と合格基準を大幅に超
え、中腰姿勢で継続的に作業を行っている事がわかりました。

対策のねらいどころシートを使い、中腰姿勢をなくすために3
点の攻めどころが挙げられました。
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先輩方の活躍を見て先輩に追いつきたい、スキルも他のメ
ンバーより低いことから、このQCが自分を成長させる
チャンスだと思いテーマリーダーに志願。活動開始！

全自動研磨機とは、試験片を鏡のように研磨する設備で研磨後
ミクロ組織試験を行います。研磨時は水を使用し、その水を設
備内でろ過し循環する水槽が設備内にあります。

水槽を清掃をしないと悪臭による作業環境悪化。研磨が綺麗
にできない。砥石カスが詰まり故障し、試験が遅れることに
より出荷が遅れ、お客様に迷惑を掛けてしまいます。

水槽清掃の作業手順は、①準備②ポンプで排水③スポンジで砥
石カスを除去④水で流し拭き上げ⑤片付け 清掃終了。
水槽清掃作業は特別支援者の３名にお願いをしています。

サークルメンバー全員で現地・現物で作業を体験。
作業手順③の「スポンジで砥石カスを除去」する時に、
中腰姿勢で30分間作業を行っていることが判明！

底にたまっている砥石カスが10キロもあり、成分を調べると
硬く粘着性があり、排水後は紙粘土並みたいに固まってしま
い、取り除くのに中腰姿勢で30分間作業せざるをえない。
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②設置場所を決めるでは、排水口の真下に消音用ネットが
ありましたが、効果を調査したら取り除いても85dB未満
と問題がない為、スペースを確保。

③設置箱の形状・寸法を決めるでは、テストですぐに砥石カス
で詰まり排水が漏れてしまった為、近藤班長に相談し、すべり
台のイメージのアドバイスをもらい設置箱の形状決定です。
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今回は、要因や対策が見えている為、施策実行型で進めて
行くことにしました。

目標はエルゴノミクス作業姿勢評価165.7パーセントを
2023年2月までに100パーセント以下。
全員参加・サークル一丸で取り組むことに。

系統マトリックス図をつかい評価したところ「排水口で
フィルターを使用して取る」が評価点が高く、進めてい
くことにしました。

ゴミ捨てを行っていた花園さんを見て、砥石カスが溜まった
ら、袋だけ交換すればいい！簡単に砥石カスが取れる！と案が
浮かびこの案で進めることにしました。

対策の検討については、改善が後戻りしないよう、PDPC
法にて懸念事項と対処法を事前に決め、役割分担して決
め取り組む事にしました。

①フィルターを決めるでは、寄鍋サークルが砥石カス用掃除機
に不織布フィルターを使っていたので、世話人さんから1枚も
らい試した結果、良好だった為採用。
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水槽の寸法を計測し寸法決定。設計図を作製、木材を使用
して試作しました。実際に水槽内に設置し、寸法問題な
し。砥石カスを受け止めれることも確認し寸法決定です

④設置箱の材質を決めるでは、６項目材質の候補あげ評
価を実施。その結果ステンレスの評価が高く、ステンレ
スに決定しました。

ステンレスの溶接が難しく、三吉直長に教えてもらい苦戦しなが
ら実施。アクリル板はドライヤーで加熱し、曲げ、設置箱に引っ
掛かるように改善。粉キャッチャーの完成です！

フィルター交換基準を決めるために調査をし、4日に1回交換するこ
とにしました。上長による安全審査を受け、合格をもらい検証しま
す。１か月後問題なくしっかり砥石カスが取れていること確認。

粉キャッチャーのおかげで砥石カスが溜まらなくなりまし
た。またフィルターを取り出すだけになったので、継続的
な中腰姿勢による作業がなくなりました。

改善前は、エルゴノミクスの作業姿勢評価165.7%でしたが改
善後は、65.1％となり目標である100％以下にでき目標達成
です

清掃作業時間も、60分から32分になり28分の短縮。全
員参加でコツコツ取組み、改善技能・改善能力が向上。
サークルレベルもBゾーンに向上しました。

標準化として５W1Hの考えで実施項目を決め、すべて実施し
完了しています。今後も特別支援者の改善進めていき、働きや
すい職場を目指していきます！

標準化と今後の進め方
28分の短縮

効果の確認
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取り出すだけ
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